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1．はじめに
　山陰地方の海成中新統は，頭足類化石を産出するこ

とで古くから知られている（Yokoyama，1913；井尻，

1936他）．このうち，窺％磁に属するものが最も多く

報告され（Kobayashi　and　Masatani，1955；Kobaya－

shi，1960；大久保，1975；岡本・陶山，1975；岡本，

1977），種名は煽ηoθπsおおよびその近縁種とみられる

sp．に同定されている．

　1984年4月，筆者は島根県益田市に分布する益田

層群（山陰第三系研究グループ，1954；藤田，1964）

を調査中，益田市本俣賀町小俣賀の新露頭（第1図）

から他の軟体動物化石とともに頭足類窺副αを1個

体発見した．

　今回の発見は，非グリーンタフ型の益田層群の下部

砂岩・礫岩層（都留，1985）の古環境復元に有効な資

料となり，隣接するグリーンタフ型の地層や広島一岡

山県下の備北層群との関連性を考える上で重要な化石

となったので，ここに記載し報告する．なお，この機

会に本邦中新統産の窺雛ぬ化石の分布についでも整

理してみた．

　益田層群の岩相層序および貝化石群集の詳細につい

ては，Takayasu（1981）および都留（1985）を参照さ

れたい．

　本稿を，筆者が島根大学在学中から多面にわた量）御

指導をいただいた大久保雅弘先生の御退官の記念とし，

執筆の機会を与えて下さった島根大学理学部の島田呈

郎教授並びに徳岡隆夫教授に深く感謝したい．武庫川

女子大学の多井義郎教授には現地に同行していただき

討論していただいた．広島大学学校教育学部の岡本和

夫教授，島根大学理学部の高安克己博士には，化石に

関して種々の御教示および御助言をいただいた．

　以上の方々に対して厚く御礼申し上げる．

II．化石産地および産状

　第1図に示すように、射脚ぬ化石の産出地点は，小

俣賀の大歳神社の北東約100mにある沢で，当時は昭

和58年7月山陰豪雨災害における斜面崩壊によって

できた新露頭であった．化石産地近くの地質柱状図は，

第2図に示す通りである．ノ射解砲化石は，この帯灰色

塊状中粒砂岩中より産出した．その産出層準は，都留

（1985）の層序区分では下部砂岩・礫岩層の中部に相

当し，いわゆる“08孟7θα”bedの上位である．

　化石の産状は，上述の砂岩に含まれるノジュール中

から1個体だけ縦断面を現わす形に割れて産出した（第

3図）．産出時の破損が著しく，貝殻は残っていない．

　随伴する軟体動物化石は，T％77漉Zlα加doηosαωα一

θηsお，Sαccθllαcoガ総α肋η伊εηsδ8およびノVα8sα7彪s
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繊＊　日本地質学会西日本支部（1985）で講演．

＊＊　佐伯市立鶴谷中学校（昭和57年島根大学理学部地質学科卒業）

　　Tsuruya　Junior　High　Schpol，　Sa，iki　City，Oita876．

　　　　第1図　化石産地（図中×印）

この地形図は，国土地理院発行の2万5千分の1
「石見横田」の一部を使用した．
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　　第2図　地質柱状図
（図中※印が化石の産出層準）

訂加Z痂の幼貝化石を比較的多産し，稀にDelθCω．

Pθc孟θηPθcたhα加，．伍α孟％1αcf．禰η・θηsぎ8，Clθ耀濡α

ぬ励αδなどを産出する．優占種により群集区分を行う

と，丁解7漉llα一Sαccθllα一ノVα8sα7彪s群集（都留，

1985）にまとめることができる．

III．化石の記載

　化石は広島大学総合科学部地質学研究室に保存され

ている

　　　　Ord，er　Na，utilida　Agassiz，1847

　　　　Family　Aturiidae　Chapman，1857

　　　　　　Genus河施παBronn，　1838

　　　、4施παcf．7η彪。θη8ぎ8Kobaya，shi，1954

　　　　　　　　　　（Fig．3）
五ぎS孟・∫C・η∫θ”α61θ8Pθ6ごθS；

1954　。4施丁ぎα　規ぎηoθη8ぎ8　Kobayashi，　」αp．　」「o財低

　　　Gθ・1・Gθ・9飢，25（1－2），P．36，pl．5，

　　　figs・a－d，tex卜fig．1．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
1955窺副α加η・θη8δsK・bayashi，K・bayashiand

　　　Masatani，TTαπs．P70c．jpα1αθoη孟．Soc．」αPαπ，

　　　N・S．，17，P．1，pl．1，figs．1－4．

1957　　／1孟財πα　規ガηoθη8どs　Kobayashi，var．，Kobayashi．

　　　翫紘，28，P．111，P1．19，figs．1－3．

1958窺副α煽η・θη8ガsK・bayashi，K・bayashiand

　　　H・rik・shi，」αμ」・瀦Gθ・1．Gθ・9乳，29，P．

　　　52，　p1．5，　figs．　1，　2．

1960　／1施丁∫α7ηδηoθη8ぎs　Kobaya，shi，Kobayashi，Scガ．

　　　Rθμ　Toん。た財　Uηガ∂．，2ηd　sθ7，　（Gθol．）S』pθ∂．

　　　V・1．，4，PP．122－124，P1．12，figs．1－2．

1975　　／4孟包7δα　腕ガηoεηs∫8　Kobayashi，　Okubo，　ハ4θ規．

　　　Fαc．Sc乙，Shゴ勉αηθ　Uπ砂．，8，pp．85－89，p1．

　　　1，　figs．　1a－b．

1975　、4施παm彪。θηsぎs　Kobayashi，Oka，moto　and

　　　Toyama，Gθol。o∫yα規αg％chぎP7θ∫，p．192，

　　　text－fig．4A－26．

1982　、4施πα規碗。θηsぎ8Kobayashi，Itoigawa，θ孟α1．，

　　　Moηog低　Mぢ加ηα規ぎFossぢ1ルんs．，3－A，B，

　　　pp．301－303，　p1．48，　figs．　5a－c．

1985　。4施παcf．m碗。θηsδs　Kobayashi，Tomida，

　　　B包ll．並綴ηα煽F・ssぎIM％8．，12，PP．197－

　　　203，　p1．48，　figs．　1，2．

　殼は小さく円盤状，側方に若干圧縮を受けている．

外表面はみられず，縦断面が露出している．密巻きで

急に巻きこむ．膀孔部は狭く深い．隔壁はかなりこみ

入っており，9ないし10枚見られる．隔壁間の間隔は

3ないし5mm前後である．体管は不鮮明だが，殻の

腹側約1／3に位置する．殻の最大径は約45mm．

　本標本は，保存状態が良くなく完全個体ではないが，

以上のような特徴から，Kobayashi（1954）の同定し

た本種によく似ている．殼の大きさから考えると，大

久保（1975）の浜田産の標本に近い．本標本は殻径が

第3図、4弛7ぬcf．加ηoθη訂sKobayashi

　　　　　　　　　　　　　　　　（×2）
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かなり小さく小型である．本邦中新統産．対雛め化石

の中で最小の標本の一つであり，恐らく本種の幼殼で

あろう．

VI．Aturia発見の意義とその時空的分布

　西部瀬戸内区の備北層群およびその相当層堆積初期

には，Vδcα7gαを含むいわゆるArcid－Potamid群集

（津田，1965）が広く普遍的に認められる．そして，

特に海進初期の古環境が主に貝化石群集の食1生・生息

深度・底質・地理的分布などから詳細に復元されつつ

ある（糸魚川・西川，1976；Itoigawa，1978；田口・

小野・岡本，1979）．他方，これより上位の海進中期

の古環境復元に関する資料は比較的乏しい．

　益田地域に分布する益田層群は，岩相層序および貝

化石群集からみて，一つの堆積サイクルを示す層序が

認められ，広島一岡山県下の備北層群に相当するもの

である．特に，その基底部にArcid－Potamid群集を

もち，両層群の均一性は高い．最近，高安（1986）は

備北層群産の貝化石群集（上田，1986）と本層群産の

貝化石群集（Takayasu，1981；都留，1985）の諸特性

を比較・検討し，両群集の類似性の高さを指適してい

る．

　今回産出した窺翻αの層準は，本層群基底部より

上位の砂岩相で，共産する貝化石は上述したように

T％77∫孟θIZα一SαccelZα一ノVαs8α7彪s群集である．本群

集は，群集構成から水深度をやや増し浅海上部砂底な

いし砂泥底の外洋水の影響を受ける水域が推定され，

Arcid－Potamid群集からPectinid群集への移行型群

集と考えられる．これに窺副αを伴うことから，海進

が進みかなり流れの強い暖流（“原対島海流”）の存在

が示唆される．浜田地域にみられる．4勧7ぬを伴う丁解。

7漉llα一Glgcgmθ7お群集ないしSol池coめ％1α一

引解脚θ7お群集ほ，群集構成から移行型群集とみら

れ（都留，1983），益田地域の本群集に比較される．

しかし，浜田の群集は益田のものとくらべて外生種が

比較的多く，より強い流水塊の影響を受けていたもの

とみなされる．一方，備北層群からは，これまで窺翻α

の報告はなかったが，最近，岸本（1982）が岡山県大

佐町からオーム貝の産出を報告している．詳細は不明

だが，窺解δαに間違いない（岡本和夫の私信）ものと

みられる．このことは，流れの強い古海流が西部古瀬

戸内地域の多島海域まで及んでいたことを示すもので

あろう．

　次に，本邦中新統産の、碗雛めを含む軟体動物化石
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　　　　　第4図　中新統窺解ぬの産地分布図
（図中の産地番号は，本文および第1表の番号と対応する）
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群集の産地に関しては，最近冨田（1985）が整理して

いるが，その後の資料を加えて地図上にプロットする

と第4図のようになる．そして，A弛⑰α産出層を対比

すると第1表のようになった．以下，各産地名・地層

名・種名・文献を記載する．なお，第4図及び第1表

の産地番号は，本文中の番号とそれぞれ対応する．

1．茨城県北茨城市大津町高井．亀ノ尾頁岩層．

　孟。ん槻αgα∫（Shimizu，1926）

2．埼玉県秩父市大野原．秩父町層群奈倉累層．不明．

　（冨田，1985）

3．埼玉県比企郡嵐山町将軍沢．松山層群都幾川層．

　sp．（Hatai　and　Masuda，1962）

4．千葉県安房郡鋸南町元名．豊岡層群千畑礫岩層．

　co短（Tomida，1983）

5．岐阜県瑞浪市土岐町松洞．瑞浪層群月吉層．不明．

　（冨田，1985）

6．岐阜県瑞浪市明世町戸狩・山野内．瑞浪層群山野

　内層．煽ηoθηs∫8（Kobayashi，1954；糸魚川・柴田・

　西本，1974）

7．岐阜県土岐市肥田町中肥田．瑞浪層群名滝礫岩．

　不明．（冨田，1985）

8．愛知県知多郡南知多町日間賀島（転石）．師崎層

　群日間賀累層．cf．煽ηoθη8ぢs（杉浦，1973）

9．愛知県知多郡南知多町林崎．師崎層群豊浜累層．

　cf．煽ηoθηs∫s（冨田，1985）

10．三重県一志郡白山町佐田・片田．一志層群三ヶ野

　層．煽η・θηs∫s（柴田，1967；Shibata，1970）

11．和歌山県西婁郡串本町田並田ノ崎．熊野層群田並

　層．cf．煽ηoθηsお（甲藤・増田・左向，1975）

12．富山県上新川郡大沢野町葛原．八尾累層黒瀬谷層．

　煽ηoθηsどs（Kobayashi　and　Masatani，1955）

13．富山県中新川郡立山町五百石．八尾累層栃津層．

煽η・θηsδs（K・bayashi，1960）

14．福井県大飯郡高浜町小黒飯．内浦層群．cf．煽η一

　・θ翻s（K・bayashiandH・rik・shi，1958）

15．岡山県大佐町田治部国司，備北層群，sp．（岸本，

　1982）

16．島根県八束郡玉湯町布志名．布志名累層．cf．煽η一

　〇θηsδ8（Kobayashi，1960）

17．島根県浜田市国分町畳ヶ浦．唐鐘累層．煽ηoθη一

　8お（大久保，1975）

第1表、4施7ぬを産出する地層の対比表（地層の対比は，主に土（1981）；立石・小林

（1984）および山内ほか（1985）を参考にし作成した．表中の産地番号は，本文および

第4図の番号と対応する）

1 2 3 4 5～7 8・9 10 11 12・13 14 15 16 17 18 19 20
ma

年　代 Blo帖

yone 常磐 秩父 比企 房総 瑞浪 知多 一志 串本 富山 福井 新見 玉湯 浜田 益田 須佐 油谷
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18．島根県益田市本俣賀町小俣賀．益田層群下部砂岩・

　礫岩層．cf．煽ηoθη訂s（本研究）

19．山口県阿武郡須佐町高山．須佐層群前地砂岩層．

　煽ηoθη8お（岡本・陶山，1975）

20．山口県大津郡油谷町掛淵．油谷湾層群角山累層．

　sp．（岡本，1977）

21．大分県玖珠郡（？）．層準不明．煽ηoθπsおvar．

　（Kobayashi，1957）

　本邦中新統産の．射澱め属の大部分は，その形態的

特徴からハ．煽ηoθη8おまたはこの近縁種と考えられ

ている（岡本，1977）．その大部分は，Blowもzone　N8－

N9の地層に集中しており（第1表），大型有孔虫の

M∫08gp8∫ηα一〇pθ7c包1ぬα群集ないし．Lθp∫docgcZ’ηα一

〃∫08gp8∫ηα群集（千地・池辺，1973）とほぼ同層準か

らの産出である．つまり，約16Ma～15Maの限られ

た時期に，窺灘ぬとこれら大型有孔虫群集の消長がほ

ぼ一致している．そして，窺副αやこれら大型有孔虫

群集を含む貝化石群集は，地域差を認めるものの外洋

浅海性の要素で特徴づけられている．山陰西部浜田地

域の例では，M∫oggp8∫ηαr－Opε7c％1∫πα群集（大久保，

1980）の直上の層準に窺解∫αを含む外洋浅海性の貝

化石群集（都留，1983）が存在する．

　以上のことから，窺副αの生息環境は磁08卯8δηα一

〇pθc誠ηα群集のそれと密接な関係があるように思わ

れる．しかし，後者の生息環境がマングローブ沼で生

息可能であった（松丸，1981）とする報告もある．

　布志名産の、射貯めは，層準的にみて異質の存在で

ある．これは，高安・中村（1984）や高安（1986）が

指適したように，布志名層産貝化石の中に含まれる遺

存種的な暖流系要素の一員と考えられる．房総南端の

元名産の配色7∫αは，Tomida（1983）によれば1煽ηoθ一

葡おとくらべて形態的特徴が明らかに異なり区別され，

南オーストラリア由来のco短に同定している．そし

て，その産出層準を最前期鮮新世であろうとしている．
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